
2014/05/29 17:00:36 / 13981937_株式会社ノザワ_招集通知

(証券コード　5237)
平成26年６月10日

株 主 各 位
神戸市中央区浪花町15番地

代表取締役社長 野澤俊也

第154回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第154回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席ください
ますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に
議案に対する賛否をご表示いただき、平成26年６月26日（木曜日）午後５時までに到着
するようご返送いただきたくお願い申し上げます。

敬　具

記

１．日　　時 平成26年６月27日（金曜日）午前10時
２．場　　所 神戸市中央区下山手通４丁目15番３号

兵庫県農業共済会館　４階会議室
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目的事項

報告事項 １．第154期 ( 平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)事業報告、連結計算書類及び計算

書類の内容報告の件

２．会計監査人及び監査役会の第154期連結計算書類監査結果報告の件
決議事項
第１号議案
第２号議案
第３号議案

剰余金の処分の件
取締役１名選任の件
当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）継続の件

                                                      　             以　　上

1.当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付に
ご提出くださいますようお願い申し上げます。

2.事業報告、連結計算書類、計算書類及び株主総会参考書類の記載すべき
事項を修正する必要が生じた場合は、修正後の事項をインターネット上
の当社ウエブサイト（http：//www.nozawa-kobe.co.jp）に掲載いたしま
すのでご了承ください。
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株主各位
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（添 付 書 類）

事　　業　　報　　告

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

Ⅰ．企業集団の現況に関する事項
１．事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、金融緩和政策・各種経済対策を背景に円

安・株高が進行、企業収益や個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、景気は緩

やかな回復基調で推移いたしました。建築材料業界におきましては、住宅取得支援

策及び消費増税前の駆け込み需要等により住宅投資は増加傾向で推移、設備投資も

企業収益改善を背景に回復の動きがみられるようになりましたが、建設就業者不足

による工期遅延、トラック運転手及び車両不足に起因した輸送コストの高騰等あり、

先行き不透明な状況となっております。

　このような状況のなか、当社グループは「やすらぎと安心の創造」の企業理念の

もと、高付加価値商品の発売、既存商品のリニューアル、環境負荷低減に貢献でき

る商品等、顧客ニーズに対応した商品群の拡充を図ってまいりました。押出成形セ

メント板「アスロック」の新たなデザインとして、独自型付け製法による「グリッ

ドデザイン」を開発、ランダムに配置したタイルをイメージした「ランディル」を

発売（平成25年７月）。グリッドデザインシリーズ専用の業界初となるタイル調２

色塗装「カラーセランＷコート」の発売にあわせ、新シリーズとして、ボーダー調

のデザインを施した「ミクティル」、大柄な石調のデザインを施した「ランビック」

を発売（平成26年３月）いたしました。また、「アスロック」のローコストデザイ

ンパネル「ダブルカットストライプ」・「トリプルカットストライプ」の表面仕上

げクオリティーを向上させたリニューアル商品の発売を開始（平成26年２月）、多

様化する壁面デザインに応えてまいりました。さらに、高層建築向けカーテンウォ

ール「アルカス」にハイブリッド型変性無機塗料を工場塗装した「アルカスカラー

セラン」を発売（平成25年７月）。これら高層建築向け商品とともに環境負荷低減

に貢献できる商品、パネル一体型壁面緑化システム「アスロック　グリーンウォー

ル」・太陽電池一体型外壁システム「アスロック　ソーラーウォール」の拡販及び

メーカー直工事の施工体制整備を目的として平成25年12月に「アルカス環境事業

部」を新設いたしました。加えて、建設就業者不足への対策として、施工現場での

作業軽減を目的に開発した業界初の省力化工法「アスロックＬＳ工法（Labor Saving

工法）」を発売（平成26年３月）。一部の施工現場加工を予め工場で行う「工場プ

レ加工」を推進するとともに、専用金具により施工現場での作業省力化とコストダ

ウンを実現いたしました。

－ 2 －

事業の経過及び成果
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　生産部門では、設備化による業務の内製化を図るとともに、ＮＮＰＳ（ノザワ・

ニュー・プロダクション・システム）改善活動により、生産性を高めコスト削減に

努めました。

　管理部門では、システム改善を実施、グループ全体の業務効率アップに繫げると

ともに、有利子負債を圧縮、財務体質改善に取り組みました。

　マインケミカル事業につきましては、地域別に専任担当を配置、水稲を軸に顧客

ニーズに密着した商品の提案と営業を展開、水稲への需要を伸ばしました。

　海外事業につきましては、「野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司」の生産工場

において、中国市場の要求に合わせた新商品の開発に取り組み、２つの新モジュー

ル製品を完成させるとともに、生産性の向上に努めてまいりました。また、「野澤

貿易（上海）有限公司」では、施工事例の顧客見学会を開催、「アスロック」の現

地現物によるＰＲを展開、受注数量拡大に取り組んでまいりました。

　これらの結果、品種別売上高につきましては、主力の押出成形セメント板「アス

ロック」は、124億59百万円（前期比19.3％増加）、住宅用軽量外壁材は26億81百万

円（前期比45.8％増加）となり押出成形セメント製品合計では151億40百万円（前期

比23.3％増加）、耐火被覆等は、14億４百万円（前期比2.7％減少）、スレート関連

は、11億10百万円（前期比2.2％減少）となったこと等から、当連結会計年度の売上

高は202億３百万円（前期比16.9％増加）となりました。

　利益面につきましては、主力である押出成形セメント製品が伸長したことに加え、
生産性の向上、製造原価低減並びに販売費及び一般管理費の削減に努めました結果、
連結業績における営業利益・経常利益・当期純利益とも過去最高となりました。営
業利益は21億94百万円（前期比114.6％増加）、経常利益は22億31百万円（前期比
120.9％増加）、当期純利益は、減損損失８億10百万円を計上しましたが８億58百万
円（前期比51.2％増加）となり、３期連続の増収増益を達成いたしました。

　部門別の状況は次のとおりであります。

(1) 押出成形セメント製品部門（アスロック、住宅用軽量外壁材）
　  アスロックは、一般建築向け高付加価値商品及び住宅向け高遮音床材が伸長し

たこと等により、売上高は124億59百万円（前期比19.3％増加）となりました。住
宅用軽量外壁材についても売上高は26億81百万円（前期比45.8％増加）となりま
した。その結果、当部門の売上高は151億40百万円（前期比23.3％増加）となりま
した。

(2) スレート部門
　  ハイパート外断熱工事が減少したこと等から、当部門の売上高は11億10百万円

（前期比2.2％減少）となりました。
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(3) その他の部門
　　耐火被覆等工事やその他の外壁材工事が減少した一方で、建築用副資材が増加

したこと等から、当部門の売上高は39億52百万円（前期比2.1％増加）となりまし
た。

 

２．設備投資の状況

　当連結会計年度の設備投資は、埼玉工場及び播州工場の「アスロック」の製造設
備の増設等を実施し、総額３億94百万円となりました。

３．資金調達の状況

　資金調達の安定化、資金効率・金融収支の改善を目的として、取引金融機関と総
額20億円のコミットメントライン（特定融資枠）契約及び総額83億円のシンジケー
トローン契約を締結いたしております。

４．対処すべき課題

　今後のわが国経済の見通しにつきましては、金融緩和政策・各種経済対策による

企業業績及び雇用環境の改善を背景に、景気の先行きは緩やかな回復が続くものと

予測しております。しかしながら、消費増税による個人消費の冷え込み、円安によ

る輸入価格の上昇・原油価格の高騰及び電力料金の値上に加え、建設就業者不足に

よる工期遅延・建設計画の中止等、予断を許さない経営環境が続くものと予想され

ます。

　このような状況のなか、当社グループは、体質強化・収益拡大・飛躍成長の各戦

略の確実な遂行とお客様満足度向上により、更なる企業発展を推進してまいります。

　販売部門では、新設したアルカス環境事業部において、「高層建築向け商品」及

び「環境商品」の開発・販売に注力してまいります。また、全国的に深刻化してい

る建設就業者不足への対策として、「アスロックＬＳ工法」、「工場プレ加工」及

び「カラーセランＷコート」を展開、施工の省力化・工期短縮への提案を行い、受

注数量を伸ばしてまいります。ボードにつきましては、内装及び土木市場に対して、

新たな用途開拓を行い、商品開発へと繋げてまいります。

　生産部門では、ＮＮＰＳ改善活動により更なる生産性と品質の向上及び受注から

納入までのリードタイム短縮に努めるとともに、設備化による省人化を図り、収益

向上に繋げてまいります。

　開発部門では、顧客が求める性能・品質・コストを追求し、安全・安心・快適性

に加え環境負荷低減及び施工の省力化に貢献できる商品群を拡充してまいります。

　管理部門では、ＮＮＰＳ改善活動の手法により業務効率の向上を図り、トータル

コスト削減に取り組むとともに、有利子負債の圧縮を更に進め、財務体質を改善し、

経営基盤の強化を図ってまいります。
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　マインケミカル事業では、地域別需要を踏まえた営業を推進、水稲・麦・果樹用

の新商品投入や施肥技術サービスの提供により、更なる拡販へ繋げてまいります。

　海外事業では、「野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司」において、ＮＮＰＳ改

善活動を通じて品質の向上・コスト削減に努めるとともに、新デザイン品の開発を

進めてまいります。また、「野澤貿易（上海）有限公司」において、上海・北京の

大手設計院へのＰＲ活動に加え、「野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司」と連携

し、受注数量拡大へ繋げてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご理解とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。
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５．財産及び損益の状況

区 分 平成22年度 平成23年度 平成24年度
平成25年度

(当連結会計年度)

売 上 高
千円 千円 千円 千円

15,216,057 16,554,489 17,287,581 20,203,414

経 常 利 益
千円 千円 千円 千円

114,265 546,792 1,010,107 2,231,201

当 期 純 利 益
千円 千円 千円 千円

7,827 210,451 568,138 858,957

１株当たり当期純利益 0円34銭 9円02銭 24円35銭 36円81銭

総 資 産
千円 千円 千円 千円

20,100,145 21,314,797 22,747,875 23,450,732

純 資 産
千円 千円 千円 千円

8,003,600 8,976,625 9,809,093 10,825,400

（注）１．記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

２．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数より算出しております。なお、期中平均発

行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した株式数に基づいて算出しております。

６．重要な親会社及び子会社の状況

(1) 重要な親会社の状況

　該当事項はありません。

(2) 重要な子会社の状況

会 社 名 所 在 地 資本金
当 社 の
出資比率

主要な事業内容

百万円 ％

株 式 会 社 ノ ザ ワ 商 事 神戸市中央区 50 100 建設資材販売及び一般建設業

株式会社ノザワトレーディング 神戸市中央区 10 100 損害保険代理業及び生命保険募集業

野澤貿易（上海）有限公司 中国上海市 28 100 建築資材の販売と輸出入

野 澤 積 水 好 施 新 型 建 材(瀋 陽)有 限 公 司 中国遼寧省瀋陽市 1,000 51 建築材料の生産と販売

　（注）出資比率は間接保有割合を含んでおります。

７．主要な事業内容（平成26年３月31日現在）

　当社グループは、押出成形セメント製品（アスロック・住宅用軽量外壁材）、ス

レート、不燃混和材、耐火被覆材（コーベックス）等の製造・販売・施工及び石綿

除去工事並びに建設資材販売、肥料の製造・販売、一般建設業、損害保険代理業、

生命保険募集業を行っております。

－ 6 －
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８．主要な事業所（平成26年３月31日現在）
(1) 当　　社

株式会社ノザワ 本　　　社 神戸市中央区浪花町15番地
支　　　店 札幌（札幌市）　仙台（仙台市）

東京（東京都中央区）
名古屋（名古屋市）　関西（神戸市）
広島（広島市）　九州（福岡市）

工　　　場 埼玉（埼玉県吉見町）
播州（兵庫県播磨町）
高砂（兵庫県高砂市）
フラノ（北海道富良野市）

技術研究所 埼玉県深谷市
(2) 子 会 社

株式会社ノザワ商事 本　　　社 神戸市中央区浪花町15番地
支　　　店 東京（東京都中央区）

関西（神戸市）
株式会社ノザワトレーディング本　　　社 神戸市中央区浪花町15番地
野澤貿易(上海)有限公司 本　　　社 中国上海市
野澤積水好施新型建材（瀋陽）有限公司 本　　　社 中国遼寧省瀋陽市

９．従業員の状況（平成26年３月31日現在）
(1) 企業集団の従業員の状況

従業員数 （前期末比増減）

321名 （4名減）

（注）　なお、従業員の中には臨時従業員90名（前期91名）は含んでおりません。

(2) 当社の従業員の状況

従業員数 （前期末比増減） 平均年齢 平均勤続年数

294名 （5名減） 43.5歳 20.0年

（注）　年齢、勤続年数とも、小数点第２位以下を四捨五入して表示しております。
なお、従業員の中には臨時従業員83名（前期87名）は含んでおりません。

10．主要な借入先の状況（平成26年３月31日現在）

借　　　 入　　　 先 借入金残高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,120,000千円

株 式 会 社 山 口 銀 行 530,000

兵 庫 県 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会 513,000

株 式 会 社 み な と 銀 行 395,000

（注）　記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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Ⅱ．会社の株式に関する事項（平成26年３月31日現在）

１．発行可能株式総数 60,000,000株

２．発行済株式の総数 24,150,000株（自己株式820,411株を含む）

３．株主数 2,050名

４．大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日 本 興 亜 損 害 保 険 株 式 会 社 1,739千株 7.45％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,217 5.22

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,153 4.94

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,072 4.59

神 栄 株 式 会 社 973 4.17

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社 724 3.10

ノ ザ ワ 従 業 員 持 株 会 636 2.72

ケ ー オ ー デ ィ ー 株 式 会 社 616 2.64

Ｃ Ｂ Ｃ 株 式 会 社 603 2.58

三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 577 2.47

（注）１．持株数は千株未満の端数を、持株比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

２．当社は自己株式（820,411株）を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

３．持株比率は、自己株式数を控除して計算しております。

Ⅲ．会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

－ 8 －

会社の株式に関する事項、会社の新株予約権等に関する事項



2014/05/29 17:00:36 / 13981937_株式会社ノザワ_招集通知

Ⅳ．会社役員に関する事項
１．取締役及び監査役の状況（平成26年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 野 澤 俊 也

専 務 取 締 役 佐々木　三七司 技術本部長

専 務 取 締 役 豊 田 和 沖
販売・工事担当
兼㈱ノザワ商事代表取締役会長

常 務 取 締 役 三 原 伸 夫 管理本部長

常 務 取 締 役 田 淵 義 章
販売本部長
兼野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司董事長

取 締 役 坂 本 茂 紀 販売本部副本部長兼建設商品部長

取 締 役 三 浦 竜 一 開発部長

取 締 役 肥 後 竜 也 東京支店長

取 締 役 松 村 正 昭 ※ 埼玉工場長

監査役（常勤） 松 永 　 豊 ※

監 査 役 吉 田 眞 明 税理士

監 査 役 羽 尾 良 三

弁護士
㈱新井組社外監査役
垂水ゴルフ㈱監査役
明貨トラック㈱監査役
甲南大学法科大学院教授

監 査 役 犬 賀 一 志

（注）１．監査役吉田眞明氏、羽尾良三氏、犬賀一志氏は、社外監査役であります。

２．監査役松永豊氏は、多年にわたり当社の管理本部担当取締役を経験しており、財務及び会計

に関する相当程度の知見を有するものであります。

監査役吉田眞明氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を

有するものであります。また、当社は、同氏を㈱東京証券取引所が定める独立役員として届

出ております。

監査役羽尾良三氏は、弁護士として、企業法務に精通しており、財務及び会計に関する相当

程度の知見を有するものであります。

監査役犬賀一志氏は、金融業務への従事及び金融機関の執行役員等の経験を有し、財務、会

計、会社経営等に関する相当程度の知見を有するものであります。

３．上記※の各氏は平成25年６月27日開催の第153回定時株主総会において新たに選任され、それ

ぞれ就任いたしました。

４．当事業年度中に退任した取締役及び監査役

　常務取締役　　山口　幸久　平成25年6月27日退任

　取　締　役　　松永　　豊　平成25年6月27日退任

　監　査　役　　田　慎祐　平成25年6月27日辞任

－ 9 －
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５．当事業年度中の取締役の地位・担当等の異動

　　平成26年3月1日付

氏 名 変更前 変更後

田 淵 義 章

常務取締役

販売本部長

兼建設商品部長

兼野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公

司董事長

常務取締役

販売本部長

兼野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公

司董事長

坂 本 茂 紀

取締役

関西支店長

取締役

販売本部副本部長

兼建設商品部長

２．取締役及び監査役の報酬等の総額

取締役１１名 173,579千円

監査役　５名 20,917千円（うち社外監査役　３名　9,800千円）
　　（注）取締役の支給額には使用人兼務取締役の使用人給与は含まれておりません。

３．社外役員に関する事項

(1) 重要な兼職先である他の法人等と当社の関係
社外監査役羽尾　良三氏の兼職先である㈱新井組、垂水ゴルフ㈱、明貨トラッ
ク㈱、甲南大学法科大学院とは特別な関係はありません。

(2) 当事業年度における主な活動の状況

区分 氏名 主な活動状況

社外監査役 吉田　眞明 当事業年度の取締役会には、15回中15回、また監査役会には
16回中16回出席し、主に税理士としての専門的見地からの発
言を行っております。

社外監査役 羽尾　良三 当事業年度の取締役会には、15回中15回、また監査役会には
16回中16回出席し、主に弁護士としての専門的見地からの発
言を行っております。

社外監査役 犬賀　一志 当事業年度の取締役会には、15回中14回、また監査役会には
16回中14回出席し、金融機関での長年の経験から幅広い視点
での発言を行っております。
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Ⅴ．会計監査人の状況
１．名称　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

２．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等
公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬額 25,000千円
当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財
産上の利益の合計額

25,000千円

（注）　当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく

監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額にはこれら

の合計額を記載しております。

３．非監査業務の内容

　該当事項はありません。

４．会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め
られる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。
なお、監査役会は、会計監査人の継続監査年数等を勘案し、再任もしくは不再任の
決定を行います。
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Ⅵ．会社の体制及び方針

１．業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項

(1) 取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制

①　企業行動指針をはじめとするコンプライアンス体制に係る規程を定め、法令・

定款及び社会規範を遵守した行動規範とする。

②　コンプライアンス推進委員会を所管するコンプライアンス担当取締役は、全社

横断的なコンプライアンス体制の整備及び問題点の把握に努める。コンプライア

ンス担当取締役を委員長とする社内倫理委員会において、コンプライアンス上の

重要な問題を審議し、その結果を取締役会へ報告し是正を図る。

③　取締役及び監査役が当社における重大な法令違反その他コンプライアンスに関

する重要な事実を発見した場合には直ちに社内倫理委員会事務局に報告するもの

とする。使用人がコンプライアンス上問題ある行為等について発見した場合には、

コンプライアンス・ホットラインを通じて直接情報提供を行う。

(2) 取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

①　取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する文書管理規程を定める。

②　取締役の職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体（以下、文書等という）

に記録し保存する。取締役及び監査役は、これらの文書等を閲覧できるものとす

る。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

①　リスク管理体制の基礎として、リスク管理規程を定め同規程に従ったリスク管

理体制を構築する。

②　不測の事態が発生した場合には、担当取締役は社長に報告し対策本部を設け迅

速に対応する。

(4) 取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制

①　取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するため、定時取締役会を月

１回、必要に応じて臨時取締役会を適宜開催する。当社の経営方針及び経営戦略

に関わる重要事項については、事前に社長及び本部長を委嘱された取締役で構成

する本部長会を経て、取締役会で審議・承認を行うものとする。

②　取締役会の決定に基づく業務執行については、業務運営規則に、それぞれの責

任者及びその責任、執行手続きの詳細について定めるものとする。

－ 12 －
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(5) 当会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

①　当社及びグループ各社における内部統制の構築を目指し、当社にグループ全体

の内部統制に関する部署を設け、当社及びグループ間での内部統制に関する協議、

情報の共有化、指示、要請の伝達等が効率的に行われるシステムを含む体制を構

築する。

②　当社取締役及びグループ会社の社長は、各部門の業務執行の適正を確保する内

部統制の確立と運用の権限と責任を有する。

③　監査室は、当社及びグループ会社の内部監査を実施し、その結果を当社取締役

及び監査役、グループ会社社長に報告する。監査室は必要に応じて、内部統制の

改善策を指導、実施の支援・助言を行う。

(6) 監査役がその補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関

する事項並びにその使用人の取締役からの独立性に関する事項

　監査役は、監査室所属の使用人に監査業務に必要な事項を命令することができ

るものとし、監査役より監査業務に必要な命令を受けた使用人はその命令に関し

て、取締役の指揮命令を受けないものとする。

(7) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関す

る体制

　取締役または使用人は、監査役に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グ

ループに重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、コンプライアンス・ホ

ットラインによる通報状況及びその内容を報告する。監査役は、必要に応じて、

取締役及び使用人に対して報告を求めることができるものとする。

(8) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①　監査役は、顧問弁護士及び監査契約を締結した監査法人の公認会計士より、監

査業務に関する助言を受けることができる。

②　監査役は、社長・取締役と定期的に意見交換を行う。
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２．会社の支配に関する基本方針

(1) 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株

式の自由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、

当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものであ

る限り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大

規模買付提案に応じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えて

います。

　ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好

な関係を保ち続けることができない可能性があるなど、当社グループの企業価値

ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるもの、あるいは株主の皆様が最終

的な決定をされるために必要な情報が十分に提供されないものもありえます。

　そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責

務として、株主の皆様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提

案者との交渉などを行う必要があると考えています。

(2) 当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資す

る特別な取り組み

　当社の中長期的な経営基本戦略等当社の目標としております企業像は下記のと

おりです。

1.　建設部材、システム分野での開発型企業を目指し、建築・住宅・土木の３市

場での安定的な商品供給による強固な経営基盤を持つ企業

2.　技術力を背景とした差別化（品質・納期・コストの絶対的優位性）を推進す

るオンリーワン企業

3.　環境保全を主眼においた次世代の事業を模索し、人々にやすらぎと安心を提

供し、社会への貢献を企業の発展と考える企業

　これらを実現するため、「安全第一、法令遵守、人権尊重、環境保全」の基本

原則を大前提に、当社の経営の２本柱である中長期計画、ＮＮＰＳ（ノザワ・ニ

ュー・プロダクション・システム）活動を着実に実行することによって、当社の

もつ経営資源を有効に活用するとともに、様々なステークホルダーとの良好な関

係を継続、発展させ、当社及び当社グループ会社の企業価値及び株主共同の利益

の向上に繋げられるものと考えております。
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(3) 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配

されることを防止するための取り組み

　当社は、平成20年６月27日開催の定時株主総会において、買収防衛策の導入根

拠、手続き等を定めた定款変更議案及び変更された定款に基づき当社株式等の大

規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）（以下「本プラン」といいます。）

の導入について株主の皆様のご承認をいただき、また平成23年６月29日開催の定

時株主総会において本プランの継続についてご承認をいただき、現在に至ってお

ります。

　本プランは、当社株式に対する買付が行われた際、買付に応じるべきか否かを

株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情

報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者と交渉を行うこと等を可能と

するものであり、当社の企業価値・株主共同の利益を毀損する買付等を阻止し、

当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上させることを目的としております。

　本プランにおきましては、(ⅰ)当社が発行者である株式等について、保有者の

株式等保有割合が20％以上となる買付、または(ⅱ)当社が発行者である株式等に

ついて、公開買付に係る株式等の株式等所有割合及びその特別関係者の株式等所

有割合の合計が20％以上となる公開買付またはこれらに類似する行為（以下「買

付等」と総称します。）を対象とします。

　当社の株式等について買付等が行われる場合、当該買付等に係る買付者等には、

買付等の内容の検討に必要な情報及び当該買付者等が買付等に際して本プランに

定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面の提出を求めます。その

後、買付者等から提出された情報、当社取締役会からの意見や根拠資料、当該買

付等に対する代替案等が、経営陣から独立した者より構成される独立委員会に提

供され、その評価、検討を経るものとします。独立委員会は、必要に応じて、外

部専門家等の助言を独自に得たうえ、買付内容の評価・検討、当社取締役会の提

示した代替案の検討、株主に対する情報開示等を行います。

　独立委員会は、買付者等が本プランに規定する手続きを遵守しなかった場合、

または買付者等の買付等の内容の検討、買付者等との協議・交渉の結果、当該買

付等が当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうおそれのある買付

等である場合等、本プランに定める要件のいずれかに該当し、対抗措置を発動す

ることが相当であると判断した場合には、当社取締役会に対して、対抗措置を発

動すべき旨、または株主の意思を確認すべき旨を勧告します。当社取締役会は、

この勧告または株主意思確認総会若しくは書面投票の決定に基づき、原則として

新株予約権の無償割当ての実施を決議し、別途定める割当期日における当社の最

終の株主名簿に記録された当社以外の株主に対し、その保有する当社株式１株に

つき新株予約権２個を上限として別途定める割合で、新株予約権を無償で割当て

ます。
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　当社取締役会は、上記取締役会決議を行った場合速やかに、当該決議の概要そ

の他当社取締役会が適切と判断する事項について、情報開示を行います。

(4) 上記取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

　上記(2)に記載した基本方針の実現に資する特別な取り組みは、当社の企業価

値・株主共同の利益の確保・向上に資する具体的方策であり、まさに当社の基本

方針に沿うとともに、当社の株主共同の利益に資するものであり、また、当社の

経営陣の地位の維持を目的とするものではありません。

　また、本プランは、上記(3)に記載のとおり、企業価値・株主共同の利益を確

保・向上させる目的をもって導入されたものであり、基本方針に沿うものです。

特に、本プランは、株主意思を重視するものであること、その内容として合理的

な客観的発動要件が設定されていること、独立性の高い社外者によって構成され

る独立委員会が設置されており、本プランの発動に際しては必ず独立委員会の判

断または株主意思の確認を経ることが必要とされていること、独立委員会は当社

の費用で第三者専門家の助言を得ることができるとされていること、有効期間が

３年間と定められたうえ、株主総会または取締役会でいつでも廃止できるとされ

ていることなどにより、その公正性・客観性が担保されており、高度の合理性を

有し、企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであって、当社の経営陣の

地位の維持を目的とするものではありません。

　なお、本プランの有効期間は、平成26年６月開催予定の定時株主総会終結の時

までとしていることから、平成26年５月14日開催の取締役会において、平成26年

６月27日開催予定の第154回定時株主総会において株主の皆様からご賛同いただ

くことを条件に継続することを決定いたしました。詳細については、後記の株主

総会参考書類に記載の第３号議案をご参照ください。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成26年３月31日現在）

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資　産　の　部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

未 成 工 事 支 出 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

(有形固定資産)

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

そ の 他

(無形固定資産)

電 話 加 入 権

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

(投資その他の資産)

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

　(9,165,948)

3,545,930

3,802,259

554,610

6,288

121,216

114,382

175,928

848,159

△2,828

(14,284,783)

(11,153,384)

2,255,481

2,074,325

6,501,980

131,229

41,828

148,538

(14,913)

8,359

4,350

2,203

(3,116,486)

2,110,462

307,646

777,731

△79,354

（負　債　の　部）

流 動 負 債 (6,146,305)

支払手形及び買掛金 2,856,997

短 期 借 入 金 1,540,000

リ ー ス 債 務 31,405

未 払 法 人 税 等 703,876

賞 与 引 当 金 278,000

そ の 他 736,025

固 定 負 債 (6,479,026)

長 期 借 入 金 2,320,000

リ ー ス 債 務 107,021

再評価に係る繰延税金負債 1,707,038

繰 延 税 金 負 債 6,421

退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,908,990

資 産 除 去 債 務 13,411

そ の 他 416,142

負 債 合 計 12,625,331

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本  (6,810,235)

資 本 金 2,449,000

資 本 剰 余 金 1,470,572

利 益 剰 余 金 2,939,593

自 己 株 式 △48,930

その他の包括利益累計額 (3,311,522)

その他有価証券評価差額金 403,422

土 地 再 評 価 差 額 金 2,901,730

為 替 換 算 調 整 勘 定 197,439

退職給付に係る調整累計額 △191,069

少 数 株 主 持 分 703,642

純 資 産 合 計 10,825,400

資 産 合 計 23,450,732 負 債 純 資 産 合 計 23,450,732

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
その他の注記事項は、連結注記表に記載しております。
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連 結 損 益 計 算 書

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 20,203,414

売 上 原 価 13,807,634

売 上 総 利 益 6,395,779

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,201,717

営 業 利 益 2,194,062

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,966

受 取 配 当 金 35,059

そ の 他 161,684 199,710

営 業 外 費 用

支 払 利 息 67,039

そ の 他 95,531 162,570

経 常 利 益 2,231,201

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 908

投 資 有 価 証 券 売 却 益 53,251 54,160

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 21,968

減 損 損 失 810,000 831,968

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,453,393

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 898,342

法 人 税 等 調 整 額 △357,894 540,448

少数株主損益調整前当期純利益 912,944

少 数 株 主 利 益 53,987

当 期 純 利 益 858,957

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

その他の注記事項は、連結注記表に記載しております。
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連結株主資本等変動計算書

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

（単位：千円）

項　　　目
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 残 高 2,449,000 1,470,572 1,652,777 △47,028 5,525,321

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △93,341 △93,341

当 期 純 利 益 858,957 858,957

土地再評価差額金の取崩 521,199 521,199

自 己 株 式 の 取 得 △1,902 △1,902

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － － 1,286,816 △1,902 1,284,914

平 成 2 6 年 ３ 月 3 1 日 残 高 2,449,000 1,470,572 2,939,593 △48,930 6,810,235

（単位：千円）

項　　　目

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

少数株主
持 分

純 資 産
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

土 地
再 評 価
差 額 金

為替換算
調整勘定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

平成2 5年４月１日残高 302,774 3,422,930 48,521 － 3,774,226 509,546 9,809,093

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △93,341

当 期 純 利 益 858,957

土地再評価差額金の取崩 521,199

自 己 株 式 の 取 得 △1,902

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

100,648 △521,199 148,917 △191,069 △462,704 194,096 △268,607

連結会計年度中の変動額合計 100,648 △521,199 148,917 △191,069 △462,704 194,096 1,016,306

平成26年３月31日残高 403,422 2,901,730 197,439 △191,069 3,311,522 703,642 10,825,400

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

　　　　その他の注記事項は、連結注記表に記載しております。

－ 19 －

連結株主資本等変動計算書



2014/05/29 17:00:36 / 13981937_株式会社ノザワ_招集通知

連 　結 　注 　記 　表

１．継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

２．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
(1) 連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の数及び名称　４社（㈱ノザワ商事、㈱ノザワトレーディング、

　　　野澤貿易（上海）有限公司、
　　　野澤積水好施新型建材（瀋陽）有限公司）

②　非連結子会社　　　　　　該当事項はありません。
(2) 持分法の適用に関する事項

非連結子会社及び関連会社がないため、該当事項はありません。
(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

在外連結子会社２社の決算日は12月31日であり、連結決算日との差異が３ヶ月
を超えないため、当該事業年度に係る財務諸表を基礎として連結計算書類を作
成し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を
行っております。

(4) 会計処理基準に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券

その他有価証券……時価のあるもの
連結会計年度末日前１ヶ月の市場価格の平均に基づ
く時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法

ロ．たな卸資産
商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

……移動平均法による原価法（貸借対照表価額については
収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

未成工事支出金……個別法による原価法（貸借対照表価額については収益
性の低下による簿価切下げの方法により算定）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く）

……………建物及び埼玉工場以外の資産については定率法を採用し
ております。なお、建物及び埼玉工場の資産については
定額法を採用しております。
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無形固定資産（リース資産を除く）
……………定額法を採用しております。ただし、ソフトウェア（自

社利用分）については、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産……………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資
産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を
ゼロとする定額法によっております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引の内、リ
ース取引開始日が平成20年３月31日以前のものについて
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ
っております。

長期前払費用…………均等償却を採用しております。
③　重要な引当金の計上基準

貸倒引当金…………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につい
ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては、個別に回収可能性を検討して計上しております。

賞与引当金…………従業員に対して支給する賞与に充てるため、将来の支給
見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しておりま
す。

(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項
①　消費税等の会計処理…………税抜方式によっております。
②　収益及び費用の計上基準……完成工事高の計上基準

当連結会計年度末までの進捗部分について成果
の確実性が認められる工事については工事進行
基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、
その他の工事については工事完成基準を適用し
ております。

③　退職給付に係る会計処理の方法……退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額
を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方
法については、期間定額基準によっております。
……数理計算上の差異及び会計基準変更時差異
の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時
における従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（11年）による定額法により按分した額
をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理
することとしております。
会計基準変更時差異は、15年による定額法によ
り費用処理しております。
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④　重要な外貨建の資産又は負
　　債の本邦通貨への換算の基
　　準………………………………

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場に
より円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。なお、在外子会社の資産及び負債
は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、
収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算
し、換算差額は純資産の部における為替換算調整
勘定及び少数株主持分に含めております。

(6) 会計方針の変更
　退職給付に関する会計基準等
　の適用……………………………

当連結会計年度末より、「退職給付に関する会計
基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。
以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職
給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退
職給付適用指針」という。）を適用し（ただし、
退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指
針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職
給付債務の金額を退職給付に係る負債として計上
する方法に変更し、会計基準変更時差異の未処理
額及び未認識数理計算上の差異を退職給付に係る
負債に計上いたしました。
退職給付会計基準等の適用については、退職給付
会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って
おり、当連結会計年度末において、当該変更に伴
う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に
係る調整累計額に加減しております。
この結果、当連結会計年度末において、退職給付
に係る負債が1,908,990千円計上されておりま
す。また、その他の包括利益累計額が191,069千円
減少しております。
なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に
記載しております。
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３．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 16,817,750千円
(2) 担保に供している資産及び対応する債務
①　担保に供している資産

工場財団
建 物 及 び 構 築 物 932,273千円
機械装置及び運搬具 629,122千円
土 地 5,507,920千円

小 計 7,069,315千円
そ の 他
建 物 及 び 構 築 物 1,118,507千円
土 地 572,050千円
投 資 有 価 証 券 120,366千円

小 計 1,810,925千円
合 計 8,880,241千円

②　担保に係る債務
長期借入金 1,855,000千円
(１年以内返済予定分を含む)
買掛金 22,402千円

(3) 偶発債務
平成19年10月１日付けで石綿健康障害による労災認定者であり当社の事業活動と
直接因果関係が認められるものに対する補償制度を導入したことから、将来当該
制度に基づき補償負担が発生する可能性があります。

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数　普通株式　24,150,000株
(2) 当連結会計年度末における自己株式の種類及び総数　　普通株式 　　820,411株
(3) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配　当　額

基　準　日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 93,341千円 4円
平成25年
３月31日

平成25年
６月28日
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②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計

年度となるもの

　　平成26年６月27日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する

事項を次のとおり付議いたします。

付 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配　当　額

基　準　日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 163,307千円 7円
平成26年
３月31日

平成26年
６月30日

５．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関か
らの借入により資金を調達しております。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に沿ってリスク低減
を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式について
は四半期ごとに時価の把握を行っております。
借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項
平成26年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及び
これらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額（※） 時価（※） 差額

① 現金及び預金 3,545,930 3,545,930 －

② 受取手形及び売掛金 3,802,259 3,802,259 －

③ 投資有価証券

その他有価証券 2,065,606 2,065,606 －

④ 支払手形及び買掛金 (2,856,997) (2,856,997) －

⑤ 短期借入金 (1,540,000) (1,540,000) －

⑥ 長期借入金 (2,320,000) (2,320,247) 247

　（※）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法
① 現金及び預金、並びに② 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該
帳簿価額によっております。

③ 投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。
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④ 支払手形及び買掛金、並びに⑤ 短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該
帳簿価額によっております。

⑥ 長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に
想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注２）非上場株式（連結貸借対照表計上額44,856千円）は、市場価格がなく、かつ将
来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極め
て困難と認められるため、「③投資有価証券　その他有価証券」には含めてお
りません。

６．賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産については、賃貸等不動産の連結決算日における時価を基礎とした金
額が、当該時価を基礎とした総資産との比較において重要性が乏しいため、記載を
省略しております。

７．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 433円86銭
(2) １株当たり当期純利益 36円81銭

会計方針の変更に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基
準第37項に定める経過的な取扱いに従っております。この結果、当連結会計年度
の１株当たり純資産額が8.19円減少しております。

８．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

９．その他の注記事項に関する注記
(1) 土地の再評価

土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日　公布法律第34号）及び土地の再
評価に関する法律の一部を改正する法律（平成13年３月31日　公布法律第19号）
に基づき、事業用土地の再評価を行っております。なお、再評価差額については、
当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の
部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計
上しております。
再評価の方法
土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日　公布政令第119号）第
２条第３号に定める地方税法第341条第10号の土地課税台帳又は同条第11号
の土地補充課税台帳に登録されている価格に合理的な調整を行って算定する
方法及び同施行令第２条第４号に定める地価税法第16条に規定する地価税の
課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定め
て公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行って算定する方法

再評価を行った年月日 平成14年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

△2,872,210千円
(2) 手形流動化に伴う裏書譲渡高 2,757,263千円
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(3) 減損損失

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上し
ております。

用途 場所
減損損失

種類 金額（千円）

事業用資産
高砂工場

（兵庫県高砂市）
土地 810,000

（グルーピングの方法）
当社グループは、製品群別の資産グループをキャッシュ・フローを生み出す最小の
単位としております。

（経緯）
上記の資産は、土地の市場価格の著しい下落により、将来キャッシュ・フローが当
該資産グループの帳簿価額を下回るため減損損失を認識し、帳簿価額を回収可能価
額まで減額しました。

（回収可能価額の算定方法）
使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを2.94％で割り引いて算定
しております。
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貸　 借 　対 　照 　表
（平成26年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資　産　の　部）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
未 成 工 事 支 出 金
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
(有形固定資産)
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
(無形固定資産)
電 話 加 入 権
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他
(投資その他の資産)
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
従業員に対する長期貸付金
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
破 産 更 生 債 権 等
長 期 前 払 費 用
差 入 保 証 金
保 険 積 立 金
投 資 不 動 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

(8,198,543)
3,287,607
1,261,386
2,233,359
510,981
6,288
85,078
23,579
101,272
173,754
489,980
26,253
△1,000

(13,409,020)
(9,743,666)
2,177,950

77,285
655,788
12,348
145,253

6,501,980
131,229
41,828
(14,544)
7,990
4,350
2,203

(3,650,809)
2,049,871

40,000
20

538,000
4,203

255,000
28,550
28,268
193,959
320,263

0
225,327

895
△33,550

（負　債　の　部）
流 動 負 債 (6,026,399)
支 払 手 形 1,219,461
買 掛 金 1,669,439
短 期 借 入 金 360,000
１年内返済予定の長期借入金 1,180,000
関 係 会 社 短 期 借 入 金 171,421
リ ー ス 債 務 31,405
未 払 金 154,418
未 払 費 用 212,429
未 払 法 人 税 等 686,854
未 成 工 事 受 入 金 8,364
預 り 金 37,656
賞 与 引 当 金 261,000
設 備 関 係 支 払 手 形 30,881
そ の 他 3,066

固 定 負 債 (5,937,332)
長 期 借 入 金 2,075,000
リ ー ス 債 務 107,021
再評価に係る繰延税金負債 1,707,038
退 職 給 付 引 当 金 1,635,260
受 入 保 証 金 320,279
資 産 除 去 債 務 13,411
そ の 他 79,321

負 債 合 計 11,963,732

（純 資 産 の 部）
株 主 資 本 (6,352,401)
資 本 金 2,449,000
資 本 剰 余 金 1,190,882
資 本 準 備 金 612,250
そ の 他 資 本 剰 余 金 578,632

利 益 剰 余 金 2,856,273
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,856,273
　 繰 越 利 益 剰 余 金 2,856,273

自 己 株 式 △143,754
評価・換算差額等 (3,291,431)
その他有価証券評価差額金 389,700
土 地 再 評 価 差 額 金 2,901,730

純 資 産 合 計 9,643,832

資 産 合 計 21,607,564 負 債 純 資 産 合 計 21,607,564

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

その他の注記事項は、個別注記表に記載しております。
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損 　益 　計 　算 　書

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 17,475,487

売 上 原 価 11,483,251

売 上 総 利 益 5,992,235

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,840,405

営 業 利 益 2,151,829

営 業 外 収 益

受 取 利 息 7,763

受 取 配 当 金 34,040

そ の 他 74,070 115,874

営 業 外 費 用

支 払 利 息 61,845

そ の 他 98,647 160,493

経 常 利 益 2,107,210

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 908

投 資 有 価 証 券 売 却 益 53,251 54,160

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 21,918

減 損 損 失 810,000 831,918

税 引 前 当 期 純 利 益 1,329,452

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 878,962

法 人 税 等 調 整 額 △357,024 521,938

当 期 純 利 益 807,514

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

その他の注記事項は、個別注記表に記載しております。
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株主資本等変動計算書

(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

（単位：千円）

項　　　目

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合 計資本準備金

そ　の　他
資本剰余金

そ　の　他
利益剰余金

繰 越 利 益
剰 余 金

平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 残 高 2,449,000 612,250 578,632 1,620,900 △141,851 5,118,930

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △93,341 △93,341

当 期 純 利 益 807,514 807,514

土地再評価差額金の取崩 521,199 521,199

自 己 株 式 の 取 得 △1,902 △1,902

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － 1,235,372 △1,902 1,233,470

平 成 2 6 年 ３ 月 3 1 日 残 高 2,449,000 612,250 578,632 2,856,273 △143,754 6,352,401

（単位：千円）

項　　　目

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

土 地 再 評 価
差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 残 高 301,252 3,422,930 3,724,183 8,843,114

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △93,341

当 期 純 利 益 807,514

土地再評価差額金の取崩 521,199

自 己 株 式 の 取 得 △1,902

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

88,447 △521,199 △432,751 △432,751

事業年度中の変動額合計 88,447 △521,199 △432,751 800,718

平 成 2 6 年 ３ 月 3 1 日 残 高 389,700 2,901,730 3,291,431 9,643,832

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

その他の注記事項は、個別注記表に記載しております。
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個 　別 　注 　記 　表

１．継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
子会社株式…………移動平均法による原価法
その他有価証券……時価のあるもの

当事業年度末日前１ヶ月の市場価格の平均に基づく時
価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法

②　たな卸資産
商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

…………移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収
益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

未成工事支出金
…………個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下による簿価切下げの方法により算定）
(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）
…………建物及び埼玉工場以外の資産については定率法を採用し

ております。なお、建物及び埼玉工場の資産については
定額法を採用しております。

無形固定資産（リース資産を除く）
…………定額法を採用しております。ただし、ソフトウェア（自

社利用分）については、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産……………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資
産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を
ゼロとする定額法によっております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引の内、リ
ース取引開始日が平成20年３月31日以前のものについて
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ
っております。

長期前払費用…………均等償却を採用しております。
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(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては、個別に回収可能性を検討して計上しております。

賞与引当金……………従業員に対して支給する賞与に充てるため、将来の支給

見込額のうち、当事業年度の負担額を計上しております。

退職給付引当金………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において

発生していると認められる額を計上しております。なお、

会計基準変更時差異については、15年による按分額を費

用処理しております。数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）

による定額法により翌事業年度から費用処理しておりま

す。

(4) その他計算書類作成のための重要な事項
①　消費税等の会計処理…………税抜方式によっております。
②　収益及び費用の計上基準……完成工事高の計上基準

当事業年度末までの進捗部分について成果の確
実性が認められる工事については工事進行基準
（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、そ
の他の工事については工事完成基準を適用して
おります。

③　重要な外貨建の資産又は負
　　債の本邦通貨への換算の基
　　準………………………………

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場に
より円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 16,583,181千円

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

①　短期金銭債権

受取手形 160,988千円

売掛金 107,499千円

②　短期金銭債務

支払手形 367,022千円

買掛金 114,256千円

－ 31 －
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(3) 担保に供している資産及び対応する債務

①　担保に供している資産

工場財団

建 物 860,913千円

構 築 物 71,359千円

機 械 及 び 装 置 629,122千円

土 地 5,507,920千円

小 計 7,069,315千円

そ の 他

建 物 1,118,507千円

土 地 572,050千円

投 資 有 価 証 券 92,174千円

小 計 1,782,733千円

合 計 8,852,049千円

②　担保に係る債務

長期借入金 1,855,000千円

(１年以内返済予定分を含む)

(4) 偶発債務

平成19年10月１日付けで石綿健康障害による労災認定者であり当社の事業活動と

直接因果関係が認められるものに対する補償制度を導入したことから、将来当該

制度に基づき補償負担が発生する可能性があります。

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

①　営業取引による取引高

売上高 1,098,775千円

仕入高 1,650,355千円

②　営業取引以外の取引高 47,525千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び総数　　　　普通株式　 820,411株

６．リースにより使用する固定資産（貸借対照表に計上したものを除く）に関する注記

(1) 当事業年度の末日におけるリース物件の取得原価相当額 71,355千円

(2) 当事業年度の末日におけるリース物件の減価償却累計額相当額 69,656千円

(3) 当事業年度の末日におけるリース物件の未経過リース料相当額 1,660千円

－ 32 －
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７．税効果会計に関する注記

(1)繰延税金資産・繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

賞与引当金 92,889千円

投資有価証券評価損否認 1,608千円

退職給付引当金等 587,576千円

貸倒引当金繰入限度超過額 11,940千円

ゴルフ会員権評価損否認 2,517千円

未払費用等否認 30,266千円

減損損失 28,356千円

役員退職慰労金 24,314千円

未払事業税 49,855千円

その他 13,875千円

繰延税金資産小計 843,202千円

評価性引当額 △227,520千円

繰延税金資産合計 615,682千円

（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 215,330千円

資産除去債務 1,269千円

繰延税金負債合計 216,600千円

繰延税金資産純額 　　399,082千円

(2)再評価に係る繰延税金負債の内訳

（繰延税金資産）

土地の再評価に係る繰延税金資産 66,777千円

評価性引当額 △66,777千円

土地の再評価に係る繰延税金資産合計 －千円

（繰延税金負債）

土地の再評価に係る繰延税金負債 △1,707,038千円

土地の再評価に係る繰延税金負債純額 △1,707,038千円

－ 33 －
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法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律10号）が平成26年３月31日に公布

され、平成26年４月１日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないこと

になりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は、平成26年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については

従来の38.0％から35.6％になります。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は、

14,472千円減少し、法人税等調整額が同額増加しております。

８．関連当事者との取引に関する注記

子会社

名　　　称
議決権等
の 所 有
割合(％)

議決権等
の被所有
割合(％)

取引の
内　容

取引金額
（千円）

取引条件及び
取 引 条 件 の
決 定 方 針

科　目
期末残高
（千円）

株式会社ノザワ商事 100 ―

商品及び
製 品 の
販 売

1,064,158 注1･2･3
受取手形
売 掛 金

160,988
97,594

工事の発
注及び原
材 料 の
仕 入

1,650,355 注1･2･3
支払手形
買 掛 金

367,022
114,256

事務所の
賃 貸

26,364 注1･2 ― ―

野澤積水好施新型建
材（瀋陽）有限公司

 51 ―
資 金 の
貸 付

― 注1
関 係 会
社 長 期
貸 付 金

255,000

注1．一般的な取引条件を勘案して合理的に決定しております。

注2．取引金額には消費税等は含まれておりません。

注3．期末残高には消費税等が含まれております。

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 413円37銭

(2) １株当たり当期純利益 34円61銭

10．重要な後発事象に関する注記

　　該当事項はありません。

－ 34 －
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11．その他の注記に関する事項
(1) 土地の再評価

土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日　公布法律第34号）及び土地の再
評価に関する法律の一部を改正する法律（平成13年３月31日　公布法律第19号）
に基づき、事業用土地の再評価を行っております。なお、再評価差額については、
当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の
部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計
上しております。
再評価の方法
土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日　公布政令第119号）第
２条第３号に定める地方税法第341条第10号の土地課税台帳又は同条第11号
の土地補充課税台帳に登録されている価格に合理的な調整を行って算定する
方法及び同施行令第２条第４号に定める地価税法第16条に規定する地価税の
課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定め
て公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行って算定する方法

再評価を行った年月日 平成14年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

△2,872,210千円
(2) 手形流動化に伴う裏書譲渡高 2,757,263千円
(3) 減損損失

当事業年度において、当社は以下の資産について減損損失を計上しております。

用途 場所
減損損失

種類 金額（千円）

事業用資産
高砂工場

（兵庫県高砂市）
土地 810,000

（グルーピングの方法）
当社は、製品群別の資産グループをキャッシュ・フローを生み出す最小の単位とし
ております。

（経緯）
上記の資産は、土地の市場価格の著しい下落により、将来キャッシュ・フローが当
該資産グループの帳簿価額を下回るため減損損失を認識し、帳簿価額を回収可能価
額まで減額しました。

（回収可能価額の算定方法）
使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを2.94％で割り引いて算定
しております。

－ 35 －
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本

独立監査人の監査報告書

平成26年５月23日

株式会社 ノ　ザ　ワ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 小 川 佳 男

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 増 田 　 豊

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ノザワの平成25年４月１日か
ら平成26年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連
結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備
及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づ
き監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性に
ついて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況
に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部
統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者
によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含ま
れる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、株式会社ノザワ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め
る。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

－ 36 －
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会計監査人の監査報告書謄本

独立監査人の監査報告書

平成26年５月23日

株式会社 ノ　ザ　ワ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 小 川 佳 男

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 増 田　  豊

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ノザワの平成25年４月
１日から平成26年３月31日までの第154期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及び
その附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公
正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書
類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、
監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手する
ための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書
類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査
の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその
附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採
用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び
損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

以　上

－ 37 －
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監査役会の監査報告書謄本

監　査　報　告　書
　当監査役会は、平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第154期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監

査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、

取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　各監査役は，監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査

部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要

な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要

な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に

記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適

正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役

会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からそ

の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。事業報告

に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会その他にお

ける審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等

と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事

業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会

計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職

務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する

品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を

求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書

及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動

計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また，当該内部統制システムに関す

る事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

四　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針について

は、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組み

は、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の

地位の維持を目的とするものではないと認めます。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成26年５月26日

株式会社　ノ ザ ワ　監査役会

常勤監査役 松 永 　 豊 

社外監査役 吉 田 眞 明 

社外監査役 羽 尾 良 三 

社外監査役 犬 賀 一 志 

以　上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案　剰余金の処分の件

　剰余金の処分につきましては、当期の業績、経営環境、将来の事業展開に備えた

内部留保、安定的な配当の維持等を勘案し行うこととしております。

　当期末配当につきましては、１株につき７円とさせていただきたく存じます。

期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

金銭といたします。

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき 金７円 総額 163,307,123円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

平成26年６月30日

第２号議案　取締役１名選任の件

　本総会終結の時をもって取締役豊田和沖氏は辞任いたしますので、取締役１名の

選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

氏　　　　名
（生年月日）

  略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当社
の 株 式 の 数

にし　 おか　 せい　　 じ

西 岡 誠 司
(昭和32年８月28日生)

昭和55年４月　当社入社

平成11年８月　当社広島支店長

平成17年４月　当社住宅建材部長

平成26年３月　当社管理本部副本部長兼総務部

長（現任）

11,000 株

  （注）１．候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

  　　　２．候補者は、豊田和沖氏の補欠として選任されることになりますので、その任期は　　

当社定款規定により平成27年３月期に関する定時株主総会終結の時までとなります。
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第３号議案　当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）継続の件

　当社は、平成26年５月14日開催の取締役会において、当社が平成23年６月29日開

催の当社定時株主総会にて株主の皆様のご承認をいただきました「当社株式等の大

規模買付行為に関する対応策」（以下「現プラン」といいます。）を継続すること

を決議いたしました。つきましては本定時株主総会において株主の皆様のご承認を

お願いするものであります。

　現プランの有効期間は本定時株主総会終結の時までであることから、当社では、

企業価値および株主共同の利益の確保・向上の観点から、継続の是非も含めその在

り方について検討してまいりました。その結果、情勢の変化や平成20年６月30日に

企業価値研究会が公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」

の内容等を踏まえ、株主の皆様のご賛同を得ることを条件として、継続することに

つき議案として付議することを決定したものであります（以下、継続後の「当社株

式等の大規模買付行為に関する対応策」を「本プラン」といいます。）。本プラン

の有効期間は、本定時株主総会において株主の皆様にご承認いただけた場合には、

ご承認をいただいたときから、平成29年６月開催予定の当社定時株主総会終結の時

までといたします。

　なお、取締役会決議に先立ち、社外監査役３名を含む当社監査役４名全員が、本

プランは当社株式等の大規模買付行為に関する対応策として相当と判断される旨の

意見を表明しております。

記

Ⅰ．当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株

式の自由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、

当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものであ

る限り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大

規模買付提案に応じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えて

おります。

　ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好

な関係を保ち続けることができない可能性があるなど、当社グループの企業価値

ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社グループの価値を十

分に反映しているとはいえないもの、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされ

るために必要な情報が十分に提供されないものもありえます。

　そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責

務として、株主の皆様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提

案者との交渉などを行う必要があると考えております。
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Ⅱ．基本方針の実現に資する取組みについて

１．当社の事業活動

　当社は、明治30年８月神戸市において初代野澤幸三郎が野澤幸三郎商店を構

え、染色のための洋藍染料などを輸入したことに始まります。明治39年に外国

産スレート板の輸入を開始し、大正２年スレート製造業に転換するとともに会

社組織に変更、以来セメント建材一筋に歩み、平成19年創業110周年を迎えるこ

とができました。

　当社は、建材のパイオニアを志し、当初の石綿盤、ロッコー瓦、波形スレー

ト、フレキシブルシート、セメント、生コン、住宅用ボード、押出成形セメン

ト板「アスロック」等を次々に開発、発売し、当時の常識を打ち破る画期的な

商品を生み出してまいりました。昭和45年日本で初めて量産化に成功した押出

成形セメント板「アスロック」は、発売以来トップシェアを維持しており、「ア

スロック」といえば押出成形セメント板の代名詞になっております。

２．当社の中長期的な経営基本戦略等

　当社の目標としております企業像は下記の通りです。

①　建設部材、システム分野での開発型企業を目指し、建築・住宅・土木の３

市場での安定的な商品供給による強固な経営基盤を持つ企業

②　技術力を背景とした差別化（品質・納期・コストの絶対的優位性）を推進

するオンリーワン企業

③　環境保全を主眼においた次世代の事業を模索し、人々にやすらぎと安心を

提供し、社会への貢献を企業の発展と考える企業

　これらを実現するため、「安全第一、法令遵守、人権尊重、環境保全」の基

本原則を大前提に、当社の経営の２本柱である中長期計画、ＮＮＰＳ（ノザワ・

ニュー・プロダクション・システム）活動を着実に実行することによって、当

社のもつ経営資源を有効に活用するとともに、様々なステークホルダーとの良

好な関係を継続、発展させ、当社および当社グループ会社の企業価値および株

主共同の利益の向上に繋げられるものと考えております。

　輸入業から始まった当社は、１世紀以上にわたって画期的な商品を次々と世

に送り出してまいりました。これからも「やすらぎと安心の創造」をコンセプ

トに建材のリーディングカンパニーとして快適な都市づくりの実現に向け、果

てしない挑戦を続けてまいります。
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Ⅲ.基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支

配されることを防止するための取組み（本プラン）

１．本プランの目的

　本プランは、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させること

を目的として、上記Ⅰ.に記載の基本方針に沿って導入されたものであり、当社株

式等の大規模買付行為を行おうとする者が遵守すべきルールを明確にし、株主の

皆様が適切な判断をするために必要かつ十分な情報および時間、並びに大規模買

付行為を行おうとする者との交渉の機会を確保することを目的としております。

２．本プランの概要

　本プランは、以下の通り、当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者が遵

守すべきルールを策定するとともに、一定の場合には当社が対抗措置をとること

によって大規模買付行為を行おうとする者に損害が発生する可能性があることを

明らかにし、これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主

共同の利益に資さない当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者に対して、

警告を行うものです。

　なお、本プランにおいては、当社取締役会の恣意的判断を排除するため、独立

委員会規定（その概要については別紙１をご参照下さい。）に従って、当社社外

取締役、当社社外監査役、または社外の有識者（実績のある会社経営者、官庁出

身者、弁護士、公認会計士若しくは学識経験者またはこれらに準じる者）で、当

社の業務執行を行う経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会（以下

「独立委員会」といいます。）を組成し、当社取締役会は、対抗措置の発動等に

当たっては、独立委員会の勧告を最大限尊重するとともに、株主および投資家の

皆様に適時に情報開示を行うことにより透明性を確保することとしております。

本プラン継続時における独立委員会の委員には、別紙２に記載の３氏が就任する

予定です。

　また、平成26年３月31日現在における当社大株主の状況は、別紙３「当社の大

株主の株式保有状況」に記載の通りです。なお、当社は現時点において当社株式

等の大規模買付行為に係る提案を受けているわけではありません。
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３．本プランの内容

(1) 本プランに係る手続き

①　対象となる大規模買付等

　本プランは以下の（ⅰ）または（ⅱ）に該当する当社株式等の買付けまた

はこれに類似する行為（ただし、当社取締役会が承認したものを除きます。

係る行為を、以下「大規模買付等」といいます。）がなされる場合を適用対

象とします。大規模買付等を行い、または行おうとする者（以下「買付者等」

といいます。）は、予め本プランに定められる手続きに従わなければならな

いものとします。

 (ⅰ) 当社が発行者である株式等1について、保有者2の株式等保有割合3が

20％以上となる買付け

 (ⅱ) 当社が発行者である株式等4について、公開買付け5に係る株式等の株

式等所有割合6およびその特別関係者7の株式等所有割合の合計が20％

以上となる公開買付け

②　「意向表明書」の当社への事前提出

　買付者等におきましては、大規模買付等の実行に先立ち、当社取締役会に

対して、当該買付者等が大規模買付等に際して本プランに定める手続きを遵

守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下「意向表明書」といいます。）

を当社の定める書式により日本語で提出していただきます。

────────────
1　金融商品取引法第27条の23第１項に規定される「株券等」を意味するものとします。以下別段の定めが

ない限り同じとします。なお、本プランにおいて引用される法令等に改正（法令名の変更や旧法令等

を継承する新法令等の制定を含みます。）があった場合には、本プランにおいて引用される法令等の

各条項は、当社取締役会が別途定める場合を除き、当該改正後においてこれらの法令等の各条項を実

質的に継承する法令等の各条項に読み替えられるものとします。
2　金融商品取引法第27条の23第１項に規定される保有者をいい、同条第３項に基づき保有者に含まれる者

を含みます。以下同じとします。
3　金融商品取引法第27条の23第４項に規定される「株券等保有割合」を意味するものとします。以下同じ

とします。
4　金融商品取引法第27条の２第１項に規定される「株券等」を意味するものとします。以下（ⅱ）におい

て同じとします。
5　金融商品取引法第27条の２第６項に定義されます。以下同じとします。
6　金融商品取引法第27条の２第８項に規定される「株券等所有割合」を意味するものとします。以下同じ

とします。
7　金融商品取引法第27条の２第７項に定義される特別関係者をいいます。ただし、同項第１号に掲げる者

については、発行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第３条第２項で定め

る者を除きます。以下同じとします。
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　具体的には、「意向表明書」には、以下の事項を記載していただきます。

（ⅰ）買付者等の概要

（ｲ）氏名または名称および住所または所在地

（ﾛ）代表者の役職および氏名

（ﾊ）会社等の目的および事業の内容

（ﾆ）大株主または大口出資者(所有株式または出資割合上位10名)の概要

（ﾎ）国内連絡先

（ﾍ）設立準拠法

（ⅱ）買付者等が現に保有する当社の株式等の数、および「意向表明書」提

出前60日間における買付者等の当社の株式等の取引状況

（ⅲ）買付者等が提案する大規模買付等の概要（買付者等が大規模買付等に

より取得を予定する当社の株式等の種類および数、並びに大規模買付

等の目的（支配権取得若しくは経営参加、純投資若しくは政策投資、

大規模買付等の後の当社の株式等の第三者への譲渡等、または重要提

案行為等8その他の目的がある場合には、その旨および内容。なお、目

的が複数ある場合にはその全てを記載していただきます。）を含みま

す。）

③　「本必要情報」の提供

　上記②の「意向表明書」をご提出いただいた場合には、買付者等におきま

しては、以下の手順に従い、当社に対して、大規模買付等に対する株主の皆

様のご判断及び当社取締役会の評価・検討等のために必要かつ十分な情報（以

下「本必要情報」といいます。）を日本語で提供していただきます。

　まず、当社は、買付者等に対して、「意向表明書」を提出していただいた

日から10営業日9（初日不算入）以内に、当初提出していただくべき情報を記

載した「情報リスト」を上記②（ⅰ）（ﾎ）の国内連絡先に発送いたしますの

で、買付者等には、係る「情報リスト」に従って十分な情報を当社に日本語

で提出していただきます。

────────────
8　金融商品取引法第27条の26第１項、金融商品取引法施行令第14条の８の２第１項、及び株券等の大量保

有の状況の開示に関する内閣府令第16条に規定される重要提案行為等をいいます。以下別段の定めが

ない限り同じとします。
9　営業日とは、行政機関の休日に関する法律第１条第１項各号に掲げる日以外の日をいいます。
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　また、上記の「情報リスト」に従い買付者等から提供していただいた情報

では、大規模買付等の内容および態様等に照らして、株主の皆様のご判断及

び当社取締役会の評価・検討等のために不十分であると当社取締役会および

独立委員会が合理的に判断する場合には、当社取締役会が別途請求する追加

の情報を買付者等から提供していただきます。

　ただし、買付者等からの情報提供の迅速化と、当社取締役会が延々と情報

提供を求めて情報提供期間を引き延ばす等の恣意的な運用を避ける観点から、

この情報提供期間の上限を「意向表明書」の受領日の翌日から起算して60日

以内に限定し、仮に本必要情報が十分に揃わない場合であっても、情報提供

期間が満了したときは、その時点で直ちに「取締役会評価期間」（④にて後

述します。）を開始するものとします。（ただし、買付者等から、合理的な

理由に基づく延長要請があった場合には、必要に応じて情報提供期間を延長

することがあります。）

　なお、大規模買付等の内容および態様等にかかわらず、以下の各項目に関

する情報は、原則として「情報リスト」の一部に含まれるものとします。

（ⅰ）買付者等およびそのグループ（共同保有者10、特別関係者およびファ

ンドの場合は各組合員その他の構成員を含みます。）の詳細（沿革、

具体的名称、資本構成、事業内容、財務内容、役員の氏名および職歴

等を含みます。）

（ⅱ）大規模買付等の目的（「意向表明書」において開示していただいた目

的の詳細）、方法および内容（経営参画の意思の有無、大規模買付等

の対価の種類および金額、大規模買付等の時期、関連する取引の仕組

み、買付予定の株式等の数および買付等を行った後における株式等所

有割合、大規模買付等の方法の適法性を含みます。）

（ⅲ）大規模買付等の対価の算定根拠（算定の前提事実、算定方法、算定に

用いた数値情報および大規模買付等に係る一連の取引により生じるこ

とが予想されるシナジーの内容、算定の際に第三者の意見を聴取した

場合における当該第三者の名称、意見の概要および当該意見を踏まえ

て金額を決定するに至った経緯を含みます。）

（ⅳ）大規模買付等の資金の裏付け（資金の提供者（実質的提供者を含みま

す。）の具体的名称、調達方法および関連する取引の内容を含みま

す。）

（ⅴ）大規模買付等に際しての第三者との間における意思連絡の有無および

意思連絡がある場合はその内容および当該第三者の概要

────────────
10　金融商品取引法第27条の23第５項に定義される共同保有者をいい、同条第６項に基づき共同保有者と

みなされると当社取締役会が認めた者を含みます。以下同じとします。
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（ⅵ）買付者等が既に保有する当社の株式等に関する貸借契約、担保契約、

売戻契約、売買の予約その他の重要な契約または取決め（以下「担保

契約等」といいます。）がある場合には、その契約の種類、契約の相

手方および契約の対象となっている株式等の数量等の当該担保契約等

の具体的内容

（ⅶ）買付者等が大規模買付等において取得を予定する当社の株式等に関し

担保契約等の締結その他第三者との間の合意の予定がある場合には、

予定している合意の種類、契約の相手方および契約の対象となってい

る株式等の数量等の当該合意の具体的内容

（ⅷ）大規模買付等の後における当社および当社グループの経営方針、事業

計画、資本政策および配当政策

（ⅸ）大規模買付等の後における当社の従業員、労働組合、取引先、顧客お

よび地域社会その他の当社に係る利害関係者の処遇等の方針

（ⅹ）当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策

　なお、当社取締役会は、買付者等から大規模買付等の提案がなされた事実

とその概要および本必要情報の概要その他の情報のうち、株主の皆様のご判

断に必要であると認められる情報がある場合には、速やかに開示いたします。

　また、当社取締役会および独立委員会は、買付者等による本必要情報の提

供が十分になされたと認めた場合には、その旨を買付者等に通知（以下「情

報提供完了通知」といいます。）するとともに、速やかにその旨を開示いた

します。

④　取締役会評価期間の設定等

　当社取締役会は、情報提供完了通知を行った後または情報提供期間終了後、

その翌日を開始日として、大規模買付等の評価の難易度等に応じて、以下の

（ⅰ）または（ⅱ）の期間（いずれも初日不算入）を、当社取締役会による

評価、検討、交渉、意見形成および代替案立案のための期間（以下「取締役

会評価期間」といいます。）として設定し、開示いたします。

（ⅰ）対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社全株式等を対象

とする公開買付けの場合には最大で60日間

（ⅱ）その他の大規模買付等の場合には最大で90日間

　ただし、上記（ⅰ）（ⅱ）いずれにおいても、取締役会評価期間は、評価・

検討のために不十分であると取締役会および独立委員会が合理的に認める場

合にのみ延長できるものとし、その場合は、具体的延長期間および当該延長

期間が必要とされる理由を買付者等に通知するとともに株主および投資家の

皆様に開示いたします。また、延長の期間は最大30日間とします。
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　当社取締役会は、取締役会評価期間内において、必要に応じて適宜外部専

門家等の助言を得ながら、買付者等から提供された本必要情報を十分に評

価・検討し、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の観点から、買

付者等による大規模買付等の内容の検討等を行うものとします。その際、必

要に応じて追加の情報を買付者等に求めることがあります。

　当社取締役会は、これらの検討等を通じて、大規模買付等に関する当社取

締役会としての意見を慎重にとりまとめ、買付者等に通知するとともに、適

時かつ適切に株主の皆様に開示いたします。また、必要に応じて、買付者等

との間で大規模買付等に関する条件・方法について交渉し、さらに、当社取

締役会として、株主の皆様に代替案を提示することもあります。

⑤　対抗措置の発動に関する独立委員会の勧告

　独立委員会は、当社取締役会から本必要情報を速やかに受領したうえ、取

締役会評価期間内に、上記④の当社取締役会による評価、検討、交渉、意見

形成および代替案立案と並行して、以下の手続きに従い、当社取締役会に対

して対抗措置の発動の是非または株主意思を確認すべき旨の勧告を行うもの

とします。その際、独立委員会の判断が当社の企業価値・株主共同の利益の

確保・向上に資するようになされることを確保するために、独立委員会は、

当社の費用で、当社の業務執行を行う経営陣から独立した第三者（投資銀行、

証券会社、フィナンシャル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサル

タントその他の専門家を含みます。）の助言を得ることができるものとしま

す。なお、独立委員会が当社取締役会に対して以下の（ⅰ）ないし（ⅲ）に

定める勧告をした場合には、当社取締役会は、当該勧告の事実とその概要そ

の他当社取締役会が適切と判断する事項について、速やかに開示いたします。

（ⅰ）買付者等が本プランに定める手続きを遵守しなかった場合若しくは買

付者等による大規模買付等が当社の企業価値・株主共同の利益を著し

く損なうものと認められる場合

　独立委員会は、買付者等が本プランに定める手続きを遵守しなかっ

た場合、若しくは、買付者等による大規模買付等が当社の企業価値・

株主共同の利益を著しく損なうものと認められる場合には、当社取締

役会に対して、対抗措置の発動を勧告します。

　なお、別紙４－１に掲げるいずれかの類型に該当すると判断される

場合には、原則として、当該大規模買付等は当社の企業価値・株主共

同の利益を著しく損なうものと認められることとします。
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（ⅱ）買付者等による大規模買付等が当社の企業価値・株主共同の利益を損

なうおそれがある場合

　独立委員会は、上記（ⅰ）に該当しない場合であっても、買付者等

による大規模買付等が当社の企業価値・株主共同の利益を損なうおそ

れがあるものと認められる場合には、当社取締役会に対して、対抗措

置の内容およびその発動の賛否に関し、株主の意思を確認すべき旨を

勧告するものとします。

　なお、別紙４－２に掲げるいずれかの類型に該当すると判断される

場合には、原則として、当該大規模買付等は当社の企業価値・株主共

同の利益を損なうおそれがあるものと認められることとします。

（ⅲ）買付者等による大規模買付等が当社の企業価値・株主共同の利益を損

なうものではないと認められる場合

　独立委員会は、上記（ⅰ）および（ⅱ）に定める場合を除き、当社

取締役会に対して対抗措置の不発動の勧告を行うものとします。

⑥　株主意思の確認

　独立委員会が、上記⑤（ⅱ）に従い、対抗措置の内容およびその発動の賛

否に関し、株主の意思を確認すべき旨を当社取締役会に勧告した場合、当社

取締役会は、株主意思の確認手続きとして、株主意思確認総会における株主

投票、または書面投票のいずれかを選択し実施するものとします。株主意思

確認総会は、定時株主総会または臨時株主総会とあわせて開催する場合もあ

ります。

　株主意思の確認を行う場合またはその確認を行う可能性がある場合には、

当社取締役会は、速やかに、投票権を行使できる株主を確定するための基準

日（以下「投票基準日」といいます。）を定めます。株主意思の確認手続き

において投票権を行使することができる株主は、投票基準日の最終の株主名

簿に記録された株主とし、投票権は議決権１個につき１個とします。

　投票基準日は、関係法令および証券保管振替機構による株主確定に必要な

日数から導き出される最も早い日とし、公告は投票基準日の２週間前までに

行うものとします。当社取締役会は、株主意思の確認を行う方法について、

株主意思確認総会または書面投票のいずれによって株主意思の確認を行うの

かを決定するものとし、決定内容を速やかに情報開示いたします。株主意思

確認総会または書面投票における投票は、当社の通常の株主総会における普

通決議に準ずるものとし賛否を決するものとします。

　また、当社取締役会は、株主意思確認総会または書面投票を実施した場合

には、投票結果その他当社取締役会が適切と判断する事項について、速やか

に情報開示いたします。
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⑦　取締役会の決議
　当社取締役会は、⑤に定める独立委員会の勧告を最大限尊重し、または⑥
に定める株主意思確認総会または書面投票の決定に従って、当社の企業価
値・株主共同の利益の確保・向上という観点から速やかに、相当と認める範
囲内での対抗措置の発動または不発動の決議を行うものとします。
　当社取締役会は、上記の決議を行った場合には、その内容が対抗措置の発
動であるか不発動であるかを問わず、当該決議の概要その他当社取締役会が
適切と判断する事項について、速やかに開示いたします。

⑧　対抗措置の中止または発動の停止
　当社取締役会が上記⑦の手続きに従い対抗措置の発動を決議した後または
発動後においても、（ⅰ）買付者等が大規模買付等を中止した場合または（ⅱ）
対抗措置を発動するか否かの判断の前提となった事実関係等に変動が生じ、
かつ、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から発動し
た対抗措置を維持することが相当でないと考えられる状況に至った場合には、
当社取締役会は、独立委員会の勧告に基づき、または勧告の有無若しくは勧
告の内容にかかわらず、対抗措置の中止または発動の停止の決議を行うもの
とします。
　当社取締役会は、上記決議を行った場合、当該決議の概要その他当社取締
役会が適切と判断する事項について、速やかに情報開示いたします。

⑨　大規模買付等の開始
　買付者等は、上記①から⑦に規定する手続きを遵守・承諾するものとして、
取締役会において対抗措置の発動または不発動の決議がなされるまでは大規
模買付等を開始することはできないものとします。

(2) 本プランにおける対抗措置の具体的内容
　当社取締役会が上記(1) ⑦に記載の決議に基づき発動する対抗措置としては、
新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）の無償割当てを行うことと
します。本新株予約権の無償割当ての概要は、別紙５「新株予約権無償割当て
の概要」に記載の通りといたします。
　当社取締役会は、対抗措置の発動を決議した後または発動後においても、上
記(1) ⑧に記載の通り、対抗措置の中止または発動の停止を決定することがあ
ります。例えば、対抗措置として当社取締役会が本新株予約権の無償割当てを
決議した場合において、買付者等が大規模買付等を中止し、当社取締役会が上
記(1) ⑧に記載の決議を行った場合には、本新株予約権の無償割当てについて
設定した基準日に係る権利落ち日の前日までにおいては本新株予約権の無償割
当てを中止し、本新株予約権の無償割当ての効力発生日以後本新株予約権の行
使期間の開始日の前日までにおいては当社が無償で本新株予約権を取得する等
の方法で、対抗措置の発動を停止することができるものとします。
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(3) 本プランの有効期間、廃止および変更

　本プランの有効期間は、本定時株主総会において承認が得られた場合には、

本プランの有効期間は、平成29年６月開催予定の定時株主総会終結の時までと

します。

　ただし、本定時株主総会で承認が得られた場合においても、本プランの有効

期間満了前に当社の株主総会において本プランの変更または廃止の決議がなさ

れた場合には、本プランは当該決議に従い、その時点で変更または廃止される

ものとします。また、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役

会により本プランの廃止の決議がなされた場合には、本プランはその時点で廃

止されるものとします。

　なお、当社取締役会は、会社法、金融商品取引法、その他の法令若しくは金

融商品取引所規則の変更またはこれらの解釈・運用の変更、または税制、裁判

例等の変更により合理的に必要な場合は、株主総会の承認の趣旨の範囲で独立

委員会の承認を得た上で、本プランを修正し、または変更する場合があります。

　当社は、本プランが廃止または変更された場合には、当該廃止または変更の

事実および（変更の場合には）変更内容その他当社取締役会が適切と認める事

項について、速やかに情報開示いたします。

４．本プランの合理性

(1) 買収防衛策に関する指針の要件を全て充足していること

　本プランは、経済産業省および法務省が平成17年５月27日に公表した「企業

価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定

める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主

意思の原則、必要性・相当性確保の原則）を全て充足しており、かつ、企業価

値研究会が平成20年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収

防衛策の在り方」の内容を踏まえております。

(2) 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもって継続導入され

ていること

　本プランは、上記１．に記載の通り、当社株式等に対する大規模買付等がな

された際に、当該大規模買付等に応じるべきか否かを株主の皆様がご判断する

ために必要な情報や期間を確保し、あるいは当社取締役会が代替案を提示した

り、株主の皆様のために買付者等と交渉したりすること等を可能とすることに

より、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をも

って継続されるものです。
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(3) 株主意思を重視するものであること

　本プランは、当社の本定時株主総会において、株主の皆様のご賛同を得たう

えで継続するものです。また、上記３．(3)に記載した通り、本定時株主総会に

おいてご承認いただいた後も、その後の当社株主総会において本プランの変更

又は廃止の決議がなされた場合には、本プランも当該決議に従い変更又は廃止

されることになります。従いまして、本プランの継続、変更および廃止には、

株主の皆様のご意思が十分反映される仕組みとなっています。

(4) 独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示

　当社は、本プランの継続に当たり、当社取締役会の恣意的判断を排除するた

め、対抗措置の発動等を含む本プランの運用に関する決議および勧告を客観的

に行う取締役会の諮問機関として独立委員会を設置しております。

　独立委員会は、当社の業務執行を行う経営陣から独立している、当社の社外

取締役、社外監査役または社外の有識者（実績のある会社経営者、官庁出身者、

弁護士、公認会計士若しくは学識経験者等）から選任される委員３名以上によ

り構成されます。

　また、当社は、必要に応じ独立委員会の判断の概要について株主の皆様に情

報開示を行うこととし、当社の企業価値・株主共同の利益に資するよう本プラ

ンの透明な運営が行われる仕組みを確保しています。

(5) 合理的な客観的発動要件の設定

　本プランは、上記３．(1) に記載の通り、合理的かつ客観的な発動要件が充

足されなければ発動されないように設定されており、当社取締役会による恣意

的な発動を防止するための仕組みを確保しています。

(6) デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと

　上記３．(3) に記載の通り、本プランは、当社の株主総会で選任された取締

役で構成される取締役会により、いつでも廃止することができるものとされて

おります。従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の構成

員の過半数を交代させても、なお発動を阻止できない買収防衛策）ではありま

せん。

　また、当社は期差任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型

買収防衛策（取締役会の構成員の交代を一度に行うことができないため、その

発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。
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５．株主および投資家の皆様への影響

(1) 本プランの継続時に株主および投資家の皆様に与える影響

　本プランの継続時には、本新株予約権の発行自体は行われません。従って、

本プランがその継続時に株主および投資家の皆様の有する当社株式に係る法的

権利および経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることはありません。

　なお、上記３．(1) に記載の通り、買付者等が本プランを遵守するか否か等

により当該買付行為に対する当社の対応方針が異なりますので、株主および投

資家の皆様におかれましては、買付者等の動向にご注意ください。

(2) 本新株予約権の無償割当て時に株主および投資家の皆様に与える影響

　当社取締役会が対抗措置の発動を決定し、本新株予約権の無償割当てを行う

場合には、別途定める割当て期日における株主名簿に記録された株主の皆様に

対し、その保有する株式１株につき本新株予約権２個を上限とした割合で、本

新株予約権が無償にて割当てられます。このような仕組み上、本新株予約権の

無償割当て時においても、株主および投資家の皆様が保有する当社株式１株当

たりの経済的価値の希釈化は生じるものの保有する当社株式全体の経済的価値

の希釈化は生じず、また当社株式１株当たりの議決権の希釈化は生じないこと

から、株主および投資家の皆様の有する当社株式に係る法的権利および経済的

利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定しておりません。

　ただし、買付者等につきましては、この対抗措置の発動により、結果的に、

法的権利または経済的利益に何らかの影響が生じる場合があります。

　なお、当社取締役会が、本新株予約権の無償割当ての決議をした場合であっ

ても、上記３．(1) ⑧に記載の手続き等に従い当社取締役会が発動した対抗措

置の中止または発動の停止を決定した場合には、当社株式の株価に相応の変動

が生じる可能性があります。例えば、本新株予約権の無償割当てを受けるべき

株主が確定した後において、当社が対抗措置の発動の停止を実施し本新株予約

権を無償取得して新株を交付しない場合には、株主および投資家の皆様が保有

する当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化は生じないことになるため、当

社株式１株当たりの経済的価値の希釈化が生じることを前提にして売買を行っ

た投資家の皆様は、株価の変動により損害を被る可能性がある点にご留意くだ

さい。

　また、本新株予約権の行使または取得に関して差別的条件を付す場合には、

当該行使または取得に際して、買付者等の法的権利、経済的利益に影響が生じ

ることが想定されますが、この場合であっても、買付者等以外の株主および投

資家の皆様の有する当社株式に係る法的権利および経済的利益に対して直接具

体的な影響を与えることは想定しておりません。
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(3) 本新株予約権の無償割当てに伴う株主の皆様の手続き

　本新株予約権の無償割当て期日における最終の株主名簿に記録された株主の

皆様は、当該新株予約権の無償割当ての効力発生日において、当然に新株予約

権者となるため、申込みの手続きは不要です。

　また、当社が取得条項を付した新株予約権取得の手続きをとる場合には、買

付者等以外の株主の皆様におかれましては、新株予約権の行使価格相当の金銭

を払い込むことなく、当社による新株予約権取得の対価として当社株式を受領

することになるため、当該新株予約権に関する払込み等の手続きは不要となり

ます。

　以上のほか、割当て方法、行使の方法、当社による取得の方法、および株式の交

付方法等の詳細については、本新株予約権の無償割当てに関する当社取締役会の決

議が行われた後、当社は、その手続きの詳細に関して、適用ある法令および金融商

品取引所規則に基づき、適時かつ適切に開示または通知を行いますので当該開示ま

たは通知の内容をご確認下さい。

以　上
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別紙１

独立委員会規定の概要

１．独立委員会は、当社取締役会の決議により、大規模買付等への対抗措置の発動等に

関する取締役会の恣意的判断を排し、取締役会の判断および対応の客観性および合

理性を担保することを目的として、取締役会の諮問機関として、設置される。

２．独立委員会の委員（以下、「独立委員」）は、３名以上とし、当社の業務執行を行

う経営陣から独立した、(1) 社外取締役、(2) 社外監査役または(3) 社外有識者（実

績のある会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認会計士、学識経験者またはこれら

に準じる者）のいずれかに該当する者の中から、当社取締役会の決議に基づき選任

される。なお、当社は、独立委員との間で、善管注意義務および秘密保持義務に関

する規定を含む契約を締結する。

３．独立委員の任期は、選任のときから３年以内に終了する事業年度のうち最終のもの

に関する定時株主総会終結の日または別途当該独立委員と当社が合意した日までと

する。ただし、当社取締役会の決議により別段の定めをした場合はこの限りではな

い。

４．独立委員会は、当社代表取締役または各独立委員が招集する。

５．独立委員会の議長は、各独立委員の互選により選定される。

６．独立委員会の決議は、原則として、独立委員全員が出席し、その過半数をもってこ

れを行う。ただし、独立委員のいずれかに事故があるときその他特段の事由がある

ときは、独立委員の過半数が出席し、その過半数をもってこれを行う。

７．独立委員会は、以下の各号に記載される事項について審議の上決議し、その決議内

容を、理由を付して当社取締役会に対して勧告する。

(1) 本プランに係る対抗措置の発動の是非、または株主意思を確認すべき旨

(2) 本プランに係る対抗措置の中止または発動の停止

(3) 本プランの廃止および変更

(4) その他本プランに関連して当社取締役会が任意に独立委員会に諮問する事項

　各独立委員は、独立委員会における審議および決議においては、専ら当社の企業

価値・株主共同の利益に資するか否かの観点からこれを行うことを要し、自己また

は当社の経営陣の個人的利益を図ることを目的としてはならない。
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８．独立委員会は、必要に応じて、当社の取締役、監査役または従業員その他必要と認

める者を出席させ、独立委員会が求める事項に関する意見または説明を求めること

ができる。

９．独立委員会は、その職務の遂行にあたり、当社の費用で、当社の業務執行を行う経

営陣から独立した外部専門家（投資銀行、証券会社、フィナンシャル・アドバイザ

ー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含む。）から助言を得

ることができる。

以　上
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別紙２

独立委員会委員候補者の氏名および略歴

吉田　眞明（よしだ　まさあき）

昭和23年10月７日生まれ

昭和48年４月　大阪国税局入局

平成14年７月　水口税務署長

平成19年７月　姫路税務署長

平成20年９月　税理士事務所開業（現任）

平成23年５月　当社独立委員会委員（現任）

平成23年６月　当社監査役（現任）

羽尾　良三（はお　りょうぞう）

昭和22年６月23日生まれ

昭和49年４月　弁護士登録（山田作之助法律事務所所属）

昭和63年度　　神戸弁護士会（現　兵庫県弁護士会）副会長

平成８年４月　江戸町法律事務所開設（現任）

平成16年４月　甲南大学法科大学院教授（労働法）（現任）

平成20年６月　当社独立委員会委員（現任）

平成23年６月　当社監査役（現任）

犬賀　一志（いぬが　ひとし）

昭和24年８月25日生まれ

昭和47年４月　株式会社神戸銀行（現　株式会社三井住友銀行）入行

平成４年７月　株式会社さくら銀行（現　株式会社三井住友銀行）塚口支店支店長

平成12年４月　同行（現　株式会社三井住友銀行）　執行役員　神戸営業部部長

平成13年４月　株式会社三井住友銀行　執行役員　神戸法人営業本部本部長

平成15年６月　京阪神興業株式会社　代表取締役副社長

平成16年６月　同社　代表取締役社長

平成23年６月　当社監査役（現任）

平成23年６月　当社独立委員会委員（現任）

※　独立委員会委員候補者　吉田眞明氏、羽尾良三氏および犬賀一志氏は、会社法第２

条第16号に定める社外監査役です。

当社は、独立委員会委員候補者　吉田眞明氏を東京証券取引所の定めに基づく独立

役員として同取引所に届け出ております。

※　上記３氏と当社の間には、特別の利害関係はありません。
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別紙３

当社の大株主の株式保有状況

(1) 株式に関する事項（平成26年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 60,000,000株

②　発行済株式総数 24,150,000株

③　株主数 2,050名

(2) 大株主の状況（上位10位）

株 主 名 持株数（株） 持株比率(％)

日 本 興 亜 損 害 保 険 株 式 会 社 1,739,993 7.45

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,217,993 5.22

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,153,500 4.94

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,072,000 4.59

神 栄 株 式 会 社 973,000 4.17

東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社 724,500 3.10

ノ ザ ワ 従 業 員 持 株 会 636,448 2.72

ケ ー オ ー デ ィ ー 株 式 会 社 616,000 2.64

Ｃ Ｂ Ｃ 株 式 会 社 603,000 2.58

三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 577,500 2.47

（注）　持株比率は自己株式（820,411株）を控除して計算しております。
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別紙４－１

当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと認められる類型

１．買付者等が真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、ただ株価をつり上

げて高値で当社の株式等を当社または当社関係者に引き取らせる目的で当社の株式

等の取得を行っているまたは行おうとしている者（いわゆるグリーンメイラー）で

あると判断される場合。

２．当社の会社経営を一時的に支配して当社または当社グループ会社の事業経営上必要

な知的財産権、ノウハウ、企業秘密情報、主要取引先または顧客等の当社または当

社グループ会社の資産を当該買付者等またはそのグループ会社等に移転する目的で

当社の株式等の取得を行っていると判断される場合。

３．当社の会社経営を支配した後に、当社または当社グループ会社の資産を当該買付者

等またはそのグループ会社等の債務の担保や弁済原資として流用する目的で、当社

の株式等の取得を行っていると判断される場合。

４．当社の会社経営を一時的に支配して、当社または当社グループ会社の事業に当面関

係していない不動産、有価証券等の高額資産等を売却等により処分させ、その処分

利益をもって一時的に高配当をさせるかあるいは係る一時的高配当による株価の急

上昇の機会を狙って当社の株式等の高価売り抜けをする目的で当社の株式等の取得

を行っていると判断される場合。

５．買付者等の提案する当社の株式等の買付方法が、いわゆる強圧的二段階買収（最初

の買付けで当社の株式等の全部の買付けを勧誘することなく、二段階目の買付条件

を不利に設定し、あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式等の買付等を行う

ことをいいます。）等の、株主の皆様の判断の機会または自由を制約し、事実上、

株主の皆様に当社の株式等の売却を強要するおそれがあると判断される場合。
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別紙４－２

当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうおそれがあると認められる類型

１．買付者の提案する当社の株式等の買付条件（買付対価の種類および金額、当該金額

の算定根拠、その他の条件の具体的内容（当該取得の時期および方法を含みます。）、

違法性の有無並びに実現可能性等を含むがこれらに限られません。）が、当社の企

業価値に照らして著しく不十分または不適切なおそれがあると判断される場合。

２．買付者等による支配権の取得により、当社株主はもとより、顧客、従業員その他の

利害関係者の利益を含む当社の企業価値・株主共同の利益の著しい毀損が予想され

るなど、当社の企業価値・株主共同の利益の確保または向上を妨げるおそれがある

と判断される場合。
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別紙５

新株予約権無償割当ての概要

１．本新株予約権の割当総数

　本新株予約権の割当総数は、本新株予約権の無償割当てに関する取締役会決議（以

下「本新株予約権無償割当て決議」といいます。）において当社取締役会が別途定め

る一定の日（以下「割当て期日」といいます。）における当社の最終の発行済株式総

数（ただし、同時点において当社の有する当社株式の数を除きます。）の２倍の数を

上限として、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める数とし

ます。

２．割当対象株主

　割当て期日における最終の株主名簿に記録された株主に対し、その所有する当社普

通株式（ただし、同時点において当社の有する当社株式を除きます。）１株につき２

個を上限として、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める割

合で本新株予約権の無償割当てをします。

３．本新株予約権の無償割当ての効力発生日

　本新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が別途定める日とします。

４．本新株予約権の目的である株式の種類および数

　本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、本新株予約権１個当た

りの目的である株式の数（以下「対象株式数」といいます。）は、１株を上限として

当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める数とします。ただし、

当社が株式の分割または株式の併合等を行う場合は、所要の調整を行うものとします。

５．本新株予約権の行使に際して出資される財産の内容および価格

　本新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、本新株予約権の行使に際

して出資される財産の当社普通株式１株当たりの金額は１円以上で当社取締役会が本

新株予約権無償割当て決議において別途定める額とします。

６．本新株予約権の譲渡制限

　本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するものとします。
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７．本新株予約権の行使条件

　(1) 特定大量保有者11、(2) 特定大量保有者の共同保有者、(3) 特定大量買付者12、

(4) 特定大量買付者の特別関係者、若しくは(5) これら(1) から(4) までの者から本

新株予約権を当社取締役会の承認を得ることなく譲受け若しくは承継した者、または、

(6) これら(1) から(5) までに該当する者の関連者13（これらの者を総称して、以下

「非適格者」といいます。）は、本新株予約権を行使することができないものとしま

す。なお、本新株予約権の行使条件の詳細については、本新株予約権無償割当て決議

において別途定めるものとします。

８．当社による本新株予約権の取得

　当社は、当社取締役会が本新株予約権の行使期間開始日の前日までの間の別途定め

る日において、非適格者以外の者が所有する本新株予約権を取得し、これと引き換え

に本新株予約権１個につき対象株式数の当社普通株式を交付することができるものと

します。なお、本新株予約権の取得条件の詳細については、本新株予約権無償割当て

決議において別途定めるものとします。

────────────
11　当社が発行者である株式等の保有者で、当該株式等に係る株式等保有割合が20％以上である者、また

は、これに該当することとなると当社取締役会が認める者をいいます。ただし、その者が当社の株式

等を取得・保有することが当社の企業価値・株主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めた者そ

の他本新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が別途定める者は、これに該当しないことと

します。
12　公開買付けによって当社が発行者である株式等（金融商品取引法第27条の２第１項に定義される株券

等を意味します。以下本注において同じとします。）の買付け等（金融商品取引法第27条の２第１項

に定義される買付け等を意味します。以下本注において同じとします。）を行う旨の公告を行った者

で、当該買付け等の後におけるその者の所有（これに準ずるものとして金融商品取引法施行令第７条

第１項に定めるものを含みます。）に係る株式等の株式等所有割合がその者の特別関係者の株式等所

有割合と合計して20％以上となる者、または、これに該当することとなると当社取締役会が認める者

をいいます。ただし、その者が当社の株式等を取得・保有することが当社の企業価値・株主共同の利

益に反しないと当社取締役会が認めた者その他本新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が

別途定める者は、これに該当しないこととします。以下同じとします。
13　ある者の「関連者」とは、実質的にその者を支配し、その者に支配され若しくはその者と共同の支配

下にある者（当社取締役会がこれらに該当すると認めた者を含みます。）、またはその者と協調して

行動する者として当社取締役会が認めた者をいいます。なお「支配」とは、他の会社等の「財務及び

事業の方針の決定を支配している場合」（会社法施行規則第３条第３項に定義される場合をいいま

す。）をいいます。
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９．対抗措置発動の停止等の場合の無償取得

　当社は、当社取締役会が、対抗措置の発動の停止を行った場合その他本新株予約権

無償割当て決議において当社取締役会が別途定める場合には、本新株予約権の行使期

間開始日の前日までに、当社は、本新株予約権の全部を無償にて取得することができ

るものとします。

10．本新株予約権の行使期間等

　本新株予約権の行使期間その他必要な事項については、当社取締役会が本新株予約

権無償割当て決議において別途定めるものとします。

以　上
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（ご参考）

本プランの手続きに関するフロー図

企業価値・株主共同の
利益を損なわない

企業価値・株主共同の
利益を著しく損なう

取締役会評価期間（原則、最大60日若しくは最大90日）
期間不遵守

買付者等の出現

意向表明書、本必要情報の提出

行う行わない

手続き不遵守の買付け

独立委員会による検討

取締役会による評価、意見形成、代替案立案等

独立委員会による
発動の勧告

独立委員会による
不発動の勧告

勧告を
最大限尊重

発動可決 発動否決

勧告を
最大限尊重

対抗措置の発動
（取締役会にて発動を決議）

対抗措置の不発動
（取締役会にて不発動を決議）

株主意思確認総会また
は書面投票の実施

企業価値・株主共同の
利益を損なうおそれがある

独立委員会による
株主意思確認の勧告

情報提供期間
（最大60日）

※　このスキーム図は本プランの概要をわかりやすく表示したものです。具体的なプラ
ンの内容については本文をご参照ください。

以　上
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株主総会会場ご案内図

神戸市中央区下山手通４丁目15番３号

兵庫県農業共済会館　４階会議室

電話(０７８)３３２―７１６５
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JR・阪神元町駅東口より山側徒歩６分)
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